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【はじめに】 

強度変調放射線治療 (Intensity Modulated Radiation Therapy : IMRT) を行う場合、MLC位置精度、開度再現性は投与線量に

影響を与える為、重要な品質管理項目の１つである１）。Paltaらは、Dynamic IMRTを実施する場合のMLCの位置精度、開度再現

性についてそれぞれ0.5mm、0.2mmの許容値を報告している２）。また、AAPM TG-142の報告では、毎週の精度管理を推奨して

おり、エラー検出能が高く、高頻度に実施可能なQA法が求められている3)。そこで本研究では、EPID画像より得たPixel値を用い

て、簡便かつ定量的に精度管理が可能なDynamic MLC QA法を検討することを目的とした。 

【方法】 

Sweeping slit test のEPID画像を取得し、Pixel値計測の前処理として、取得画像とリファレンス画像をRegistrationした。位置座

標を修正した後、EPIDの感度補正を行った。関心領域 （ROI） の設定は、MLC毎に行い、MLC各々の精度管理が可能となるよ

うにした。画像処理後のEPID画像に設定したMLC毎の関心領域内のPixel値を計測し、Paltaらの提唱する許容値と比較評価を行

った。一連の画像処理及びPixel値の計測には、数値計算言語 MATLAB 2015b (Math Works 社) を用いた自作のプログラミン

グにて実施した。また、本手法のエラー検出限界を評価するため、定期点検直後に得られた画像をリファレンス画像として、意

図的にエラーを0.1mm毎に加えた画像とPixel値を比較した。両画像のPixel値に対して統計学的有意差検定 （Wilcoxon test） を

行った。 

【結果・考察】 

一連の画像処理及びPixel値の計測プログラムは正常に動作することが確認できた。エラーのない画像のPixel値は安定した値

を示し、画像取得及び解析に要した時間は約5-10分程度であった。感度補正の画像処理を行うことで、よりMLCの精度に着目

した評価が可能となったと考える。また、

Registrationをプログラムに含んだことによ

り、任意のガントリー角度、コリメータ角度

で評価できる可能性が示唆された。エラ

ー検出限界については意図的なエラー

0mm群と±0.2mm群のPixel値に統計学的

有意差があり(Wilcoxon test , p<.0001) 、

±0.2mmが本手法の検出限界であること

が分かった （Fig.1） 。任意エラーとPixel

値には直線的な相関関係があり、Pixel値

からエラーの大きさを推測できると考えら

れる。本研究の許容値は先行研究をもと

に行ったが、今後自施設の装置、計画に

おいてMLCの精度がどの程度線量誤差

に影響するのかを調査し、独自の許容値

を設定していく必要があると考える。 

【まとめ】 

本手法は、簡便に取得可能なEPID画像を用いることにより、解析時間を含めても10分以内に実施可能であり、高検出能な

MLC毎の定量的な位置精度管理が可能であることから、有用なQA法となる可能性が示唆された。 
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      Fig.1 Evaluation of the error detection capability. 
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